
北
朝
鮮
に
よ
る
六
度
目
の
核
実
験
に
対
す
る
抗
議
決
議

平
成
二
十
九
年
九
月
五
日

参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会

去
る
九
月
三
日
、
北
朝
鮮
は
、
六
回
目
の
核
実
験
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
国
際
社
会
の
度
重
な
る
強
い
抗
議
と
警
告
を
完
全
に

無
視
し
て
強
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
決
議
第
二
三
七
一
号
等
の
一
連
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
や
六
者
会
合
共
同
声
明
、
日
朝

平
壌
宣
言
に
明
確
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
的
な
軍
縮
・
不
拡
散
体
制
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
と
と
も
に
、

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
と
し
て
決
し
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
断
固
と
し
て
抗
議
す
る
。

北
朝
鮮
は
、
先
月
二
十
九
日
の
我
が
国
上
空
を
通
過
す
る
形
で
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
含
め
、
度
重
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

を
行
っ
て
い
る
。
今
般
の
核
実
験
は
、
過
去
に
比
類
な
い
規
模
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
到
底
許
さ
れ
な
い
暴
挙
で
あ
る
。
こ
う

し
た
北
朝
鮮
の
核
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
、
我
が
国
の
安
全
に
対
す
る
、
よ
り
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
、
新
た
な
段
階
の
脅
威

で
あ
り
、
地
域
及
び
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
も
強
い
言
葉
で
非
難
す
る
。

本
委
員
会
は
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
更
な
る
挑
発
行
動
を
控
え
、
核
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
を
全
面
的
に
放
棄
し
、
不
可
逆
的
か

つ
検
証
可
能
な
国
際
社
会
に
よ
る
管
理
を
受
け
入
れ
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
ま
た
、
関
連
す
る

安
保
理
決
議
を
即
時
か
つ
完
全
に
履
行
す
る
こ
と
を
改
め
て
要
求
す
る
。
さ
ら
に
、
国
際
社
会
に
対
し
て
、
安
保
理
決
議
に
基
づ
く

制
裁
措
置
を
完
全
に
履
行
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。
国
際
社
会
は
、
結
束
し
た
外
交
努
力
を
展
開
し
、
平
和
的
な
解
決
を
模
索
す
べ

き
で
あ
る
。

政
府
は
、
国
際
社
会
に
対
し
て
、
安
保
理
決
議
の
確
実
な
履
行
を
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
米
国
、
韓
国
、
中
国
、

ロ
シ
ア
等
関
係
各
国
と
緊
密
に
連
携
し
、
北
朝
鮮
に
挑
発
行
動
の
自
制
と
非
核
化
に
向
け
た
具
体
的
行
動
を
強
く
求
め
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
政
府
は
、
新
た
な
安
保
理
決
議
の
採
択
を
含
め
、
国
際
社
会
が
一
致
団
結
し
て
北
朝
鮮
に
対
す
る
一
層
厳
格
で
実
効
的

な
措
置
を
と
る
よ
う
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
、
我
が
国
独
自
の
制
裁
の
徹
底
及
び
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

加
え
て
、
政
府
は
、
北
朝
鮮
情
勢
に
関
す
る
情
報
収
集
・
分
析
を
徹
底
し
、
国
民
に
対
し
て
迅
速
か
つ
一
層
的
確
な
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
不
断
に
必
要
な
態
勢
を
と
る
ほ
か
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全
の
確
保
、
国
民
の
安
全
と
安

心
の
確
保
に
努
め
、
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の
み
な
ら
ず
、
拉
致
問
題
も
我
が
国
の
主
権
及
び
国
民
の
生
命
と
安
全
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で

あ
り
、
国
際
社
会
が
結
束
し
て
北
朝
鮮
に
よ
る
核
、
ミ
サ
イ
ル
、
そ
し
て
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
包
括
的
か
つ
早
急
な

解
決
を
図
る
べ
く
、
政
府
の
総
力
を
挙
げ
た
努
力
を
傾
注
し
、
も
っ
て
国
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
。

右
決
議
す
る
。


